
別紙４

１　事業者の概要

代表取締役　河野晃久

主たる事業
の内容

２　計画期間

３　計画年度における温室効果ガスの排出の状況

130.0 t-CO2 133.0 t-CO2

-3.0 t-CO2 -2.3 ％

％

４　計画年度における温室効果ガスの排出の状況に関する説明

５　温室効果ガスの排出の抑制等を図るために実施した措置の内容【計画書記載事項】

対象年度 実施状況

令和５年度 実施済

令和６年度 実施済

令和６年度 実施済

令和７年度
実施予定・検

討

令和７年度 実施済

令和６、７年度 実施済

７　その他、計画期間に実施した地球温暖化対策の推進に寄与する取組等

令和5年度に経年劣化による効率低下したボイラーを高効率ボイラーに更新し、運転時間の削減や工場内での省エ
ネ活動を実施しました。
しかし、令和6・7年度は基準年度に比べクリーニング注文数が増加したため、排出量は2％増加しました。今後も
引き続き省エネ対策に取り組んでいきます。

地球温暖化対策計画実施状況報告書（最終報告）の概要（公表用）

株式会社ダイヤ・ドライセンター

令和　5　年度　～　令和　7　年度

基準年度
排出量

計画最終年度
排出量

計画最終年度
排出削減量

計画最終年度
排出削減率

（原単位を設定した場合）計画最終年度の原単位排出量削減率

クリーニング業

法人名
代表者名

市内の
主たる住所

相模原市田名7198-2

６　計画内容の進捗状況に関する説明

概ね計画通り実施しました。

そのほか、工場内の照明設備の更新によって電気の使用量が削減され、ボイラーの稼働時間の見直しや
電気消灯等による省エネ活動を行いCO２の削減を行いました。

措置の内容

経年により効率の低下したボイラを高効率のボイラに更新

コンプレッサーの設定圧力適正化

工場内電気設備の更新（照明等）

エコノマイザー（節炭器）の導入

ボイラー運転時間の見直し

工場内の省エネ活動（電気消灯、空調設定等）


